
様式１（特別支援学校）

【特別支援学校用】

令和２年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●児童生徒一人一人のニーズに応じた指導・支
援による確かな学力の定着

○「個別の指導計画」における自立活動の指導
及び評価が適切に行われた」と回答する教員
80％以上
○「特別支援教育の専門性が向上した」と回答す
る教職員80％以上

・指導内容及び方法、評価等を適切に実施す
ることにより、効果的な学力向上につなげる。
・専門性の向上に必要な教職員研修となるよ
うに、研究・研修担当を中心に内容等の精選
と充実を行うとともに、計画的に実施する。 A

・個別の指導計画の自立指導、評価が適切に行われた
について、そう思う、だいたいそう思うと回答した教員は
99.0%であった。また、特別支援教育の専門性が向上し
たについて、そう思う、だいたいそう思うと回答した教職
員は97,1%であった。 A

・個別の指導計画の自立指導、評価が適切に行われた
について、そう思う、だいたいそう思うと回答した教員は
97.9%であった。また、特別支援教育の専門性が向上し
たについて、そう思う、だいたいそう思うと回答した教職
員は95,1%であった。
・専門性の向上を図るために内容を精選し、職員研修
を計画的に実施することができた。

A

・教科書選定や、視聴覚教材の活用等、創意工夫さ
れた指導をされていると思う。
・一人ひとりの特性に応じた教科書の選定など、学
力向上のための適切な配慮がなされている。
・子どもに聞くと、一人ひとりにあわせた授業のよう
で、特に分からないところはないと話している。

自立活動部・研究研修部

○児童生徒一人一人の自立と社会参加に向け
た教育の推進

○児童生徒一人一人が、「できた」、「わかった」
と、より実感することができるような授業づくりや
授業改善に向け、各学部において、授業公開や
研究授業、事例研究会等を年３回以上実施す
る。

・各学部におけるめざす子ども像を明確
に定めるとともに、学校全体のキャリア
教育全体計画を踏まえ、一人一人に応じ
た目標を設定し、日々の指導を行う。

B

・各学部におけるめざす子ども像を明確に定め、キャリ
ア教育全体計画や校内研究テーマを踏まえ、日々の授
業改善や授業づくりに向けて、研究授業や授業公開等
を計画的に実施している。 A

・キャリア教育全体計画や校内研究テーマを
踏まえ、日々の授業改善や授業づくりに計画
的に取り組み、各学部において、授業公開や
研究授業、事例研究会等を年３回以上実施
することができた。

A
・個人の能力に応じた各種取り組みをされていると
思う。

教務部・研究研修部

●児童生徒が、自他の生命を尊重する心、他者
への思いやりや社会性、倫理観や正義感、感動
する心など、豊かな心を身に付ける教育活動

○全ての児童生徒が安心して学校生活
を営めるように保護者とも協力して、いじ
めを見逃さない体制づくりを推進してい
ると回答する教職員80％以上

・日頃から、児童生徒と職員の関係を
密にし、いじめのサインを見逃さない
ように心身面の把握をする。

B

・月１回の学部会などを利用し、児童生徒の情報交換を
行い、共有している。気になる児童生徒には個別に面
談を行っている。いじめを見逃さない体制づくりの推進
については、教職員の100%が、そう思う、だいたいそう
思うと回答している。 B

・気になる児童生徒の面談結果を月1回の学部会で情
報を共有することで、いじめを見逃さない体制づくりが
できた。いじめを見逃さない体制づくりの推進について
は、教職員の96.4%が、そう思う、だいたいそう思うと回
答しているが、そう思わないと回答した職員が1名いた。 A

・児童生徒の特性上、把握が難しいかもしれない
が、今後も職員間の情報共有を図られたい。
・いじめの話はほとんど出てこない。いやな事を言わ
れたということは聞いた。その後は特になにもない。

生徒指導部

●いじめの早期発見、早期対応体制の充実 ○いじめ研修会を年に１回以上実施して
いじめの定義等を再確認し、早期発見、
早期対応ができるように努める。
○年2回のアンケート調査を行う。

・学級活動や生徒会活動を通して、い
じめのポスターや標語を作成し、学校
全体の雰囲気作りに取り組む。 B

・5月にいじめ基本方針や定義の確認について説
明会を行った。また、いじめについての標語やき
ずなの木の制作を行っている。アンケートは7月
に実施し、12月に２回目を予定している。 A

・5月にいじめの基本方針や定義の説明を行
い、12月にいじめの校内研修会を行ったこと
で、いじめについての理解を深めることができ
た。

A
・職員間の連携と、継続したアンケート実施で、今後
も早期把握に努められたい。
・仲良く話をしているとのこと。うちの子どもも深く考
えずに、傷つけるような言葉をつかっているかも知
れない。

生徒指導部

◎児童生徒が夢や希望を持ち、将来の自立と
社会参加に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動

○児童生徒の将来の自立と社会参加を
見据えた指導・支援ができていると回答
する職員80%以上。

・小学５年以上の生徒の保護者に進
路希望調査を行い、福祉サービスや
事業所の取り組み等のニーズを把握
して進路研修会を開催する。

B

・進路希望の７割以上が福祉サービス事業所利用とい
うニーズを踏まえ、就業・施設体験先である近隣の事業
所に来校してもらい、直接説明してもらう研修会を実施
し進路支援に生かせるようにした。児童生徒の自立と社
会参加を見据えた指導・支援について、そう思う、だい
たいそう思うと回答した職員は99.1%であった。

A

・新型コロナウイルス感染予防の観点から、進路に係る
研修の対象者の規模を縮小して実施した。就業・施設
体験や高等部のコース制、就労アセスメントについての
説明会は事前に該当学年担任団に説明し、保護者の
理解が高まり、参加率が7割を超えた。
・高等部3年生は保護者個別の面談を充実させ、生徒
に応じた就業・施設体験の実施から、希望の進路先に
全員内定した。
・児童生徒の自立と社会参加を見据えた指導・支援に
ついて、そう思う、だいたいそう思うと回答した職員は
97.3%であった。

A

・事業所との支援体制はできていると思う。
・具体的取り組みとは直接関係しないが、「はってん
祭」は地域の主なイベントとして定着しており、社会
参加のための効果的な機会となっている。

進路指導部

●望ましい食習慣と食の自己管理能力の育成 ●「健康に食事は大切である」と考える
児童生徒50％以上

・給食の喫食状況や、日々の問いか
けにより児童生徒の食への関心を把
握する。

A

・県が指定する学部、学年の生徒に対し、5月に食育ア
ンケートを実施した。その結果、小学部は100%、中学部
で50.00%、高等部で71.43%、全体で57.89%の生徒が「健
康に食事は大切である」と回答した。ただ、高等部で「あ
まり大切ではない」と回答した生徒が1名おり、食への関
心を高める工夫が課題である。

A

・5月に健康に食事は「あまり大切ではない」と回答した
生徒は、12月の食育アンケートでは「大切である」と回
答しており、担任や栄養教諭による給食時間の指導や
健康教室での感染症予防の学習などにより、食事の重
要性について関心が高まった。アンケートの集計結果
は、80.95%が「健康に食事は大切である」との回答で
あった。

A

・健康管理の基本となる食育なので、今後も重要性
についての指導に努められたい。
・肥満ぎみだった子どもの体重が標準に近づいてき
た。バランスのとれた食事のおかげです。とてもおい
しいと言っています。

保健安全部

○身体を動かす機会を増やす ○１日１回以上、朝の運動や散歩などに
取り組む。肢体不自由児には毎日スト
レッチを行う。

・各学部の体育担当者間で、運動場
や体育館の使用について、連絡と調
整を行い朝の運動の確実な実施をす
る。

B
・各学部ともに朝の運動に取り組み、雨天時でも
体育館の使用について連絡を取り合い毎日実施
できている。肢体不自由児についても自立活動
の時間等を利用して毎日ストレッチを行ってい
る。

A
・各学部で年間を通して体育館や運動場、中庭な
どを使って運動に取り組むことができた。肢体不
自由の学年も年間を通して計画的にストレッチな
どに取り組み、運動の時間を確保できた。

A
・コロナ禍の中でも健康管理、体力維持に努められ
ていたと思う。
・体育の授業では、バスケやサッカー、バドミントン
など、楽しく体を動かせているようです。

学部主事・各学部体育担
当

●効果的な地域支援に向けた特別支援学校の
センター的機能の充実

○地域の幼稚園・保育園・小学校・中学
校・高校へのとの連携を図り、各園・学
校の担当者の専門性の10%アップを目
指す。

・特別支援教育コーディネーターの助
言や具体的取組内容を各園・学校の
担当者が実施できるよう、継続的な指
導を行う。

B

・巡回相談後の懇談では、先生方にもわかりやす
いように支援グッズ、写真などを用いて支援の在
り方などについて伝えている。また、巡回後は電
話で相談を受けるなど連携できる体制をとってい
る。 B

・巡回相談では支援の在り方について事例、支援
グッズ、写真などを用いて伝えるとともに、特性の
理解についても伝え、子ども達が困り感を発信し
ている状況だということを周知してもらえるよう努
めた。巡回後の支援の確認や成果など電話で受
けることもあった。

B

・他校との連携、支援の継続を図られたい。
・学校スタッフと会議等で、地域課題について協議
する際、「うちは教育しかできない。行政や医療で何
とかしてほしい」といった消極的な意見を耳にするこ
とがある。
・寄宿舎では学校から帰ったらすることが張りだして
ある。目にすることで、見通しを立て、安心して行動
していると思う。

相談支援部

○学校間交流及び共同学習の実施 ○小学部は小学校と１８回、中学部は
中学校と１回の学校間交流を行う。

・実施前に相手校、家庭と充分に連絡
を行い、活動内容について協議や、
事前指導、事前事後の学習も含め、
組織的・計画的な交流を行う。 B

・小学部、中学部ともにコロナウィルス対策のた
め直接交流から間接交流のみに変更し、小学部
では１２月までに各学年２回ずつ実施し、中学部
では普段の学習を壁新聞にして相手校に渡し
た。 B

・小学部では、直接交流を間接交流に変更したこ
とで相手校との調整がうまくできず、年間18回の
交流計画が15回にとどまった。中学部では知的
障害と肢体不自由の普段の学習の様子を６枚の
壁新聞にして相手校に送り、間接交流を実施でき
た。

A

・今後も状況に応じ、工夫をして継続を図られたい。
・新型コロナウイルス感染症の拡大に留意した交流
活動が実践できている。
・コロナ禍での交流は難しいと思います。その中で、
かべ新聞をつかっての交流の発想はすばらしいと
思います。

教務部

●業務効率化の推進と時間外勤務時間の削減 ●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。
○時間外勤務時間を前年度比2時間削
減する。

・職員が作成した教材をデータベース
化して蓄積し、効率的に活用すること
で、作成のための時間短縮を図る。 B

・時間外在校時間の上限の遵守については、
実施できていない職員が散見される。
・時間外勤務時間の前年度比2時間削減につ
いては、10月末で2時間46分減と実施できて
いる。

B
・時間外在校時間の上限の遵守については、
1月までの平均で10人、8.7%の職員が上限を
超えていた。
・時間外勤務の前年度比2時間削減について
は、1月末平均で4時間52分減であった。

B
・仕事をする上で私生活の充実も大切。時間外勤務
を削減し、リフレッシュをしていただきたい。
・コロナ禍で、雑務が増えたり、通常と違うところもあ
ると思う。その中で時間外が増えることもあったので
はないかと思う。

管理職

○職員会議や学部会の効率的運営 ○会議時間45分の徹底 ・事前に資料を配付し、連絡・報告事
項は会議では行わず、協議が必要な
内容のみの審議を行う。 A

・職員会議については、先生方の協力によ
り、おおむね45分の徹底が実現できている
が、1回は定時を超えた。学部会については、
ほとんど実施できている。継続して取り組みを
行う。

A

・職員会議は、45分間での実施が定着した
が、運営委員会では、2回ほど定時を超えるこ
とがあった。分掌部会、学部会についても同
様の結果であった。

A

・必要な時は時間延長もやむを得ないと思う。
・学校に求められる役割は増大しており、削減が困
難な実態にあるように感じる。 管理職

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○感染症の予防対策の徹
底

○月1回発行の保健だよりで、コロナウイルスや
インフルエンザ、感染性胃腸炎等の情報を各家
庭だけでなく、福祉サービス等にも提供する。

○ウイルス感染防止のため、教室や他
の施設のアルコール、塩素系除菌剤に
よる消毒を徹底し、100%の感染防止に
取り組む。

・毎日、教室は放課後、他の施設は
使用後に、担任や学年団で消毒を行
う。 B

・10月に急性咽頭喉頭炎に罹患した職員が1
名発生したが、担当クラスの生徒の感染は見
られなかったため、校外での感染と思われ
る。引き続き換気や消毒による感染防止を徹
底する。

B

・定期的な情報発信に加え、県や近隣の状況
に合わせて随時、情報発信・共有を行った。
・発熱や体調不良者のための別室を設置し、
他児童生徒や職員との接触を減らした。
・来校者受付時の検温と問診を徹底した。
・教室等の消毒を徹底した。
・学校内での感染症集団発生はみられなかっ

A

・引き続き、対策をお願いする。
・施設内の消毒やパーテーションの設置など、必要
な対策はとられている。
・手洗い、消毒など徹底されていると思う。

保健安全部

○進路指導とキャリア教育
の推進

○進路情報の提供と活用及び就業・施設体験 〇地域企業と連携した学習を実施す
る。
○事業所による研修会を実施する。
〇中学部３年と高等部生徒全員が校内
又は校外において就業・施設体験を実
施する。

・進路情報をデータ化し、活用を促進
する。
・中学部・高等部は職場見学を実施
する。
・中学部は２学期に２週間、高等部は
１学期に２週間、２学期に３週間の就
業・施設体験を実施し、両学部とも報
告会で体験発表を行う。

B

・全保護者、全職員対象に「福祉サービス事業所
説明会」を実施した。保護者の参加が３割だっ
た。
・就業・施設体験を想定し必要な情報を近隣の福
祉サービス事業所のみ、冊子とパワーポイントで
作成した。周知が不十分で活用に至っていない。
・職業コース対象の職業基礎の授業で企業に出
向いたり講師を招いたりする事業を７０時間実施
できた。生徒は大変意欲的に学習している。
・新型コロナウイルス感染拡大により前期就業・
施設体験を変更し、高等部３年生にのみ、７月～
９月に実施した。実施できたので進路が見通せる
ようになった。

A

・新型コロナウイルス感染予防の観点より中学部
では就業・施設体験の生徒の報告を紙上で報告
し、中央廊下委に掲示して誰もが見れるようにし
た。高等部は体験の報告を動画で撮影し、学級
で視聴した。教師は保存したその動画を進路研
修で活用し、生徒の状況と事業所情報を収集す
ることに役立てた。
・体験の様子をデータや記録書で把握できるよう
にし、支援の共通理解が容易になった。
・中学部・高等部は学部・学年の実態に応じた職
場見学を実施し、複数の事業所について学習で
きた。

A

・本人の希望どおりにいかないこともあると思うが、
数多くの地域企業との連携を図り、就業等に努めら
れたい。
・高等部３年生の進路状況の実情から、着実な成果
があがっていることがうかがえる。
・就業体験先も、心よく受け入れて下さっているの
に、とても感謝している。先生方との信頼関係のお
かげだと思う。

進路指導部

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●心の教育

●健康・体つくり

●地域支援

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 佐賀県立伊万里特別支援学校

１　前年度

　　評価結果の概要

職員一人一人が、各学部や分掌で設定した目標に向かって努力し、評価としては概ね良好であった。「キャリア教育全体計画を踏まえた授業づくり」「施設の安全管理の徹底」「交流及び共同学習の実施」については、評価がＢであった。また、学校評議員から、資料の提示や対応等に不備があったとのご指摘も

あり、次年度は改善できるように取り組みたい。今年度は、業務改善・働き方改革を推進すべく、定時退勤日や休憩時間の見直し、職員会議の精選などの取り組みを行ってきたが、まだ定着はしていない。学校業務のスリム化によって、児童生徒と向き合う時間を確保し、少しでも長時間労働を解消していく必要

がある。次年度以降、具体的な運用の中で、新たな課題を見出し、職員の意見を参考にしながら、調整をどれだけ行っていけるのかが重要なポイントである。

中間評価 最終評価 学校関係者評価

●学力の向上

２　学校教育目標 将来の社会生活を見据え、自立を目指して児童生徒個々の特性に応じた教育を行う。

３　本年度の重点目標

①　児童生徒の特性と教育的ニーズの把握に努め、個に応じた教育計画・実践の充実を図る。

②　健康・安全教育の充実を図り、安全・安心な教育環境を整備する。

③　進路指導の充実に努め、キャリア教育の実践を積み重ねて卒後の自立的な社会生活を目指す。

④　児童生徒の主体性を尊重し、「明るく」「素直に」「元気よく」「たくましく」生きる力を育む。

４　重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・取組内容の13項目のうち、中間の評価がBとされていた内容は10項目であったが、期末には5項目と減少した。次年度は、Bと評価された実施結果を精査し見直しを図る。
・心の教育については、「いじめを見逃さない体制づくり」が推進できていないと感じている職員がおり、体制づくりに関しては改善が必要だと思われる。
・業務改善・教職員の働き方改革の推進については、学部や月毎に時間外勤務が増減しているが、大きな行事の事前準備による増加している場合が多く、行事の見直しも検討課題である。また、会議時間の短縮は、職員に定着しつつあり、次年度も継続して取り組みたい。
・感染症の予防対策の徹底は、職員の協力や保護者、関係機関の方々の理解を受け、おおむね実施できている。執務室へパーテーションの設置を要望する声もあり、対策の強化を図りたい。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価


